
丁
目
折
尾
」
が
開
業
（
写
真

①
）、
駅
周
辺
は
学
生
や
利

用
客
で
賑
わ
っ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、
同
日
夕
方
か
ら
は

折
尾
駅
舎
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ

（
写
真
②
）
を
行
い
、「
日
本

新
三
大
夜
景
都
市
」
ラ
ン
キ

ン
グ
１
位
で
あ
る
北
九
州
市

に
、
折
尾
駅
舎
と
い
う
新
た

な
夜
景
ス
ポ
ッ
ト
が
加
わ
り

ま
し
た
。

　昼
間
と
は
一
味
違
う
夜
の

駅
舎
を
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

（
点
灯
時
間
：
日
没
〜
24
時

ま
で
）

か
ら
順
次
宅
地
整
備
を
行
っ

て
お
り
、
令
和
10
年
度
末
ま

で
に
土
地
区
画
整
理
事
業
及

び
そ
の
ア
ク
セ
ス
道
路
整
備

の
完
了
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　１
日
も
早
く
折
尾
駅
が
利

用
し
や
す
く
、
ま
た
折
尾
地

区
が
市
内
外
の
人
に
と
っ
て

住
み
や
す
く
、
魅
力
的
で
、

に
ぎ
わ
い
の
あ
る
ま
ち
と
な

る
よ
う
、
引
き
続
き
全
力
で

整
備
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま

す
。【折

尾
総
合
整
備
事
務
所
】

〇
今
後
の
予
定

　現
在
、
工
事
が
本
格
化
し

て
い
る
駅
南
側
の
整
備
に
つ

い
て
、
令
和
６
年
度
か
ら
バ

ス
乗
降
場
、
バ
ス
待
機
場
、

タ
ク
シ
ー
乗
降
場
、
一
般
車

乗
降
場
、
及
び
イ
ベ
ン
ト
に

利
用
で
き
る
広
場
な
ど
を
備

え
た
南
側
駅
前
広
場
（
イ

メ
ー
ジ
図
③
）
の
整
備
に
着

手
し
、
令
和
７
年
度
末
ま
で

に
完
成
さ
せ
る
予
定
で
す
。

　ま
た
、
で
き
る
だ
け
早
く

街
の
に
ぎ
わ
い
を
創
出
で
き

る
よ
う
に
、
駅
に
近
い
街
区

〇
こ
れ
ま
で
の
整
備
状
況

　鉄
道
の
高
架
化
に
よ
り
新

た
に
生
ま
れ
た
空
間
の
活
用

に
つ
い
て
は
、
地
域
の
皆
様

や
学
生
等
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト

結
果
等
を
踏
ま
え
て
策
定
し

た
「
市
の
目
指
す
折
尾
駅
周

辺
の
土
地
活
用
イ
メ
ー
ジ

案
」
に
沿
っ
て
整
備
が
進
ん

で
き
ま
し
た
。

　昨
年
９
月
末
に
は
地
域
の

方
が
長
年
待
ち
望
ん
で
い
た

ス
ー
パ
ー
や
カ
フ
ェ
な
ど
を

含
め
た
約
30
店
舗
が
出
店
し

た
商
業
施
設
「
え
き
マ
チ
1

写真①
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折
尾
地
区
自
治
区
会
連
合

会（
桑
原
一
夫
会
長
・
仲
賢

六
郎
事
務
局
長
）定
例
会
が
、

折
尾
東
市
民
セ
ン
タ
ー（
１

月
17
日
）と
区
会
長
研
修
バ

ス
車
内（
２
月
18
日
）で
行

わ
れ
、八
幡
西
区
自
治
総
連

理
事
会
報
告
等
が
行
わ
れ
た
。

●
空
き
家
の
情
報
提
供
を

　
北
九
州
市
で
は
、
市
内
の

空
き
家
解
消
に
向
け
た
取
り

組
み
と
し
て
、
複
数
の
ま
と

ま
っ
た
空
き
家
を
対
象
に
、

市
が
空
き
家
所
有
者
と
住
宅

事
業
者
等
と
の
橋
渡
し
を
行

う
こ
と
で
建
て
替
え
等
を
促

進
し
、
新
た
な
居
住
者
の
確

保
と
良
好
な
住
環
境
を
形
成

す
る
事
業
（
空
き
家
等
面
的

対
策
推
進
事
業
）
を
行
っ
て

い
る
。
こ
の
事
業
を
実
施
す

る
に
あ
た
り
、
地
元
（
町
内

会
）
か
ら
空
き
家
情
報
を
提

　
１
月
18
日
、
ア
ー
ト
ク
レ

フ
ク
ラ
ブ
で
折
尾
地
区
賀
詞

交
歓
会
が
あ
り
、
２
１
０
名

の
参
加
者
が
懇
親
を
深
め
た
。

　
最
初
に
、
協
同
組
合
折
尾

商
連
の
安
藤
進
一
理
事
長
が

挨
拶
。
前
年
の
駅
前
広
場
完

成
、
折
尾
ま
つ
り
の
再
開
な

ど
折
尾
界
隈
の
目
ま
ぐ
る
し

い
動
き
を
振
り
返
り
、
今
後

本
格
化
す
る
ま
ち
づ
く
り
事

業
に
政
官
学
民
一
体
と
な
っ

て
の
取
り
組
み
を
求
め
た
。

　
次
に
共
催
者
の
紹
介
が
あ

り
、
折
尾
地
区
自
治
区
会
連

合
会
会
長
桑
原
一
夫
氏
、
お

り
お
未
来
21
協
議
会
監
査
白

足
の
影
響
に
よ
り
、
４
月
１

日
を
も
っ
て
「
宮
の
谷
線

（
74
–
2
）」
が
廃
止
と
な
る
。

　
対
象
バ
ス
停
は
、
則
松

（
宮
の
谷
）、
則
松
三
叉
路
、

宮
の
下
、
北
の
浦
、
宮
の
谷
、

永
犬
丸
中
学
校
前
、
岩
渕
、

永
犬
丸
（
宮
の
谷
）
の
８
カ

所
。

　
現
在
、
当
路
線
の
利
用
者

に
対
し
て
は
、
並
行
す
る

「
小
嶺
〜
折
尾
線
（
77
）」、

「
則
松
循
環
線
（
74
、
74
–

1
）
の
利
用
を
呼
び
か
け
て

い
る
。

表
彰
者
は
次
の
と
お
り
。

（
敬
称
略
、
カ
ッ
コ
内
は
所

属
分
団
）

【
福
岡
県
知
事
表
彰
】永
年
勤

続
功
労
者
表
彰=

米
倉
孝
典

⑶
、
林
宏
治
⑹
、
橋
本
学
⑹

【
北
九
州
市
長
表
彰
】優
良
表

彰（
退
職
団
員
）=

伊
藤
幸
彦

⑷
、
幸
所
健
治
⑹
感
謝
状

（
家
族
）幸
所
清
美
【
北
九
州

市
消
防
長
表
彰
】優
良
表
彰

=

三
好
康
史
⑶
【
八
幡
西
消

防
団
長
表
彰
】優
良
表
彰=

米
倉
孝
典
⑶
【
福
岡
県
消
防

協
会
長
表
彰
】永
年
勤
続
表

彰
〔
35
年
〕=

小
南
豊
隆
⑶
、

岡
部
満
弘
⑹
〔
25
年
〕=

和

力
を
結
集
し
て
、
未
来
の
折

尾
地
区
、
そ
し
て
北
九
州
市

を
一
緒
に
作
っ
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
続
い
て
、
鏡
開
き
が
行
わ

れ
、
武
内
市
長
、
学
校
法
人

福
原
学
園
福
原
公
子
理
事
長
、

　
１
月
７
日
、
北
九

州
市
八
幡
西
消
防
団

出
初
消
防
伝
達
式
が

八
幡
西
消
防
署
で
行

わ
れ
た
。

　
永
年
に
わ
た
り
消

防
団
活
動
に
従
事
し
、

勤
務
成
績
優
秀
で
他

の
模
範
と
な
る
永
年

勤
続
功
労
者
な
ど
多

く
の
団
員
が
表
彰
さ

れ
た
。

　
本
紙
配
付
地
域
の

田
浩
文
⑸
〔
20
年
〕=
米
倉

孝
典
⑶
、
林
宏
治
⑹
、
橋
本

学
⑹
〔
15
年
〕=

岸
田
将
歩

⑶
、
丸
井
弘
光
⑷
、
大
川
勝

毅
⑸
、
池
本
稔
⑸
〔
10
年
〕

=

小
畑
翔
平
⑶
、
西
野
隼
平

⑶
、
渡
辺
房
雄
⑷
優
良
消
防

団
員=

永
露
崇
⑶
、
水
野
忍

⑷
親
子
兄
弟
夫
婦
消
防
団
員

=

三
好
康
史
・
三
好
貴
久

（
親
子
）
⑶
【
北
九
州
消
防

協
会
長
表
彰
】
優
良
団
員=

大
塚
隆
司
⑶
【
日
本
消
防
協

会
長
表
彰
】
功
績
章=

安
永

晴
美
⑹
勤
続
章=

三
橋
雅
之

（
本
部
）【
北
九
州
市
表
彰
】

消
防
功
労=

小
南
豊
隆
⑶

産
業
医
科
大
学
上
田
陽
一
学

長
、
学
校
法
人
折
尾
愛
真
学

園
許
斐
純
澄
事
務
局
長
、
北

九
州
市
立
大
学
上
江
洲
一
也

副
学
長
、
桑
原
会
長
、
安
藤

理
事
長
の
７
名
が
木
槌
を
握

り
、
乾
杯
の
発
声
を
上
田
陽

一
氏
が
務
め
た
。

　
ま
た
、
議
員
挨
拶
で
は
、

大
家
敏
志
衆
議
院
議
員
、
松

尾
統
章
県
議
会
議
員
（
代
理

花
田
陽
一
秘
書
）、
岩
元
一

儀
同
議
員
、
鷹
木
研
一
郎
市

議
会
議
員
、
大
久
保
無
我
同

議
員
、
村
上
直
樹
同
議
員
、

三
原
朝
利
同
議
員
が
そ
れ
ぞ

れ
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
折

尾
神
楽
の
奉
納
や
お
楽
し
み

抽
選
会
も
行
わ
れ
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
な
か
閉
会
し
た
。

〜
本
城
ハ
ロ
ー
デ
イ
付
近
ま

で
の
２
条
の
更
新
工
事
に
つ

い
て
は
、
令
和
４
年
度
に
本

陣
橋
交
差
点
〜
折
尾
ポ
ン
プ

場
ま
で
の
北
側
１
条
の
管
更

生
実
施
設
計
を
行
い
、
交
通

規
制
や
施
工
条
件
か
ら
、
更

生
工
事
区
間
の
見
直
し
が
生

じ
、
令
和
４
年
度
予
定
工
事

の
図
面
等
の
修
正
が
必
要
と

な
っ
た
。
こ
の
た
め
、
当
該

区
間
に
つ
い
て
は
、
令
和
５

年
末
か
ら
令
和
６
年
度
末
に

工
事
を
行
う
予
定
。

②
本
陣
橋
交
差
点
〜
折
尾
ポ

ン
プ
場
ま
で
の
北
側
１
条
の

更
新
工
事
に
つ
い
て
は
、
①

の
工
事
完
了
後
、
令
和
７
年

度
の
渇
水
期
に
工
事
を
行
う

予
定
。

（
施
工
中
の
規
制
に
つ
い
て
）

●
本
陣
橋
交
差
点
か
ら
折
尾

中
学
校
側
＝
昼
間
施
工
に
て

片
側
交
互
通
行
規
制
、
夜
間

は
開
放

●
本
陣
橋
交
差
点
か
ら
本
城

ハ
ロ
ー
デ
イ
付
近
＝
昼
間
施

工
に
て
片
側
１
車
線
規
制

●
本
陣
橋
交
差
点
、
本
城
東

交
差
点
＝
夜
間
施
工

【
下
水
道
整
備
課
】

■
本
城
西
大
浦
自
治
区
会

（
太
川
健
治
会
長
）

【
内
容
】
本
公
園
は
、
過
去

地
域
一
帯
の
土
地
区
画
整
理

事
業
の
一
環
と
し
て
造
成
さ

れ
、
50
年
近
く
な
り
現
在
に

至
っ
て
い
る
。
公
園
敷
地
は

全
体
が
盛
土
（
間
知
ブ
ロ
ッ

ク
＋
法
面
）
で
構
成
さ
れ
外

周
は
植
樹
が
施
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
特
に
北
側
法
面

（
高
さ
約
10
ｍ
程
度
）
は
経

年
に
よ
る
法
面
の
浸
食
、
風

化
等
に
よ
り
近
年
、
土
石
塊

が
公
園
下
の
歩
道
に
複
数
回

落
下
が
あ
り
、
幸
い
現
在
ま

で
に
は
事
故
に
は
至
っ
て
な

い
と
思
わ
れ
る
。
北
側
法
面

下
の
歩
道
は
本
城
駅
に
通
じ

る
も
の
で
も
あ
り
、
ま
た
付

近
医
生
ケ
丘
小
学
校
児
童
の

通
学
路
で
も
あ
り
、
現
状
で

は
何
時
法
面
か
ら
の
落
石
が

歩
道
通
行
者
に
直
撃
す
る
恐

れ
が
あ
る
。
つ
い
て
は
事
故

を
未
然
に
防
ぎ
安
全
、
安
心

の
た
め
に
も
公
園
周
囲
の
法

面
に
転
落
石
防
止
柵
の
設
置

を
早
期
に
お
願
い
し
た
い
。

【
回
答
】
要
望
の
件
に
つ
い

て
現
況
を
確
認
し
た
結
果
、

供
し
て
い
た
だ
く
た
め
、
自

治
会
に
対
し
協
力
依
頼
が

あ
っ
た
。

●
自
治
会
の
加
入
促
進

　
八
幡
西
区
自
治
総
連
合
会

事
務
局
で
は
、
来
年
度
以
降

の
活
動
見
直
し
と
し
て
、
持

続
可
能
な
自
治
会
・
町
内
会

に
向
け
た
活
動
見
直
し（
案
）

を
提
供
。
自
治
会
で
希
望
す

る
ワ
ー
キ
ン
グ
グ
ル
ー
プ

（
モ
デ
ル
地
区
）
を
作
っ
て
、

加
入
促
進
を
図
っ
て
い
た
だ

く
よ
う
説
明
が
あ
っ
た
。
例

と
し
て
地
域
活
動
に
ポ
イ
ン

ト
を
付
与
し
、
活
動
を
活
性

化
し
て
い
る
自
治
会
な
ど
を

紹
介
し
て
い
る
。

●
西
鉄
バ
ス
「
宮
の
谷
線
」

廃
止
へ

　
西
鉄
バ
ス
利
用
者
の
減
少

に
伴
う
収
支
状
況
の
悪
化
に

加
え
、
慢
性
的
な
乗
務
員
不

石
穣
一
氏
、
折
尾
料
飲
組
合

長
宗
実
正
氏
、
学
園
都
市
折

尾
開
発
会
議
会
長
佐
竹
真
人

■
本
城
東
自
治
区
会

（
桑
原
一
夫
会
長
）

【
内
容
】
場
所
は
本
城
東
５

丁
目
〜
４
丁
目
の
旧
１
９
９

号
線
（
折
尾
ポ
ン
プ
場
〜
本

城
ハ
ロ
ー
デ
イ
付
近
）。

　
令
和
４
年
４
月
５
日
付
の

令
和
３
年
度
八
幡
西
区
区
政

懇
談
会
議
題
の
経
過
報
告
に

よ
る
と
、
令
和
３
年
分
の
工

事
は
令
和
４
年
６
月
末
予
定

で
完
了
し
て
い
る
が
、

①
令
和
４
年
度
分
工
事
（
本

陣
橋
交
差
点
〜
本
城
ハ
ロ
ー

デ
イ
付
近
ま
で
の
２
条
の
更

新
工
事
）
は
ど
う
な
っ
て
い

る
か
。

②
令
和
５
年
度
分
工
事
（
本

陣
橋
交
差
点
〜
折
尾
ポ
ン
プ

場
ま
で
の
北
側
１
条
の
更
新

工
事
）
は
ど
う
な
っ
て
い
る

か
。

　
以
上
教
え
て
ほ
し
い
。

【
回
答
】
①
本
陣
橋
交
差
点

経
年
に
よ
る
法
面
の
浸
食
や

風
化
等
に
よ
る
落
石
が
見
受

け
ら
れ
た
。
小
学
生
児
童
の

通
学
路
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、

安
全
対
策
は
必
要
不
可
欠
で

あ
る
た
め
、
優
先
順
位
を
つ

け
な
が
ら
柵
の
設
置
を
実
施

し
た
い
。
ま
ず
は
、
北
側
法

面
に
つ
い
て
令
和
６
年
度
に

実
施
で
き
る
よ
う
予
算
確
保

に
努
め
る
。

【
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
】

■
浅
川
台
小
松
自
治
区
会

（
安
部
俊
一
会
長
）

【
内
容
】
当
自
治
区
は
、
東

西
に
約
５
０
０
ｍ
、
南
北
に

約
４
５
０
ｍ
と
ほ
ぼ
正
方
形

の
形
状
を
し
て
お
り
西
側
及

び
北
側
の
住
宅
エ
リ
ア
は
比

較
的
急
な
傾
斜
と
な
っ
て
い

る
。
県
営
住
宅
12
棟
約
１
５

０
世
帯
、
県
住
宅
供
給
公
社

11
棟
約
２
４
０
世
帯
、
一
戸

建
て
約
２
３
０
世
帯
で
あ
る
。

県
公
社
エ
リ
ア
は
、
２
つ
の

敷
地
に
分
か
れ
て
お
り
、
公

園
も
敷
地
内
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
子
ど
も
た
ち
や
お
年
寄

り
の
交
通
安
全
は
比
較
的
確

保
さ
れ
て
い
る
が
、
県
営
住

宅
エ
リ
ア
と
戸
建
て
エ
リ
ア

で
は
人
も
車
も
交
通
安
全
に

は
常
に
気
を
使
っ
て
い
る
。

な
お
、
近
年
は
、
戸
建
て
住

宅
の
住
み
替
え
需
要
の
拡
大

に
よ
り
、
幼
い
子
供
が
い
る

若
い
年
代
の
住
民
が
増
え
て

い
る
た
め
、
自
治
区
内
道
路

で
交
通
事
故
が
発
生
し
な
い

か
心
配
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

現
状
の
道
路
標
識
及
び
路
面

標
示
を
基
に
、
交
通
安
全
の

た
め
の
検
討
と
対
策
の
実
行

を
お
願
い
し
た
い
。

【
回
答
】
要
望
の
安
全
対
策

と
し
て
、
現
地
の
状
況
に
も

よ
る
が
、
路
面
標
示
等
に
よ

る
「
注
意
喚
起
」
の
対
策
は

実
施
可
能
。
し
か
し
、
要
望

の
エ
リ
ア
は
広
範
囲
に
及
ぶ

の
で
、
地
域
住
民
と
協
議
を

行
い
、
特
に
必
要
な
個
所
を

選
択
す
る
な
ど
、
実
施
個
所

の
検
証
、
検
討
が
必
要
と
な

る
の
で
、
理
解
と
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。
な
お
、
一
時

停
止
線
や
止
ま
れ
の
標
識
な

ど
、
交
通
規
制
に
係
る
も
の

は
警
察
が
所
管
し
て
い
る
の

で
、
そ
の
旨
は
警
察
と
協
議

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。

【
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
】

訂
正
と
お
詫
び

　
１
月
15
日
号
１
面
の
折
尾

地
区
自
治
区
会
連
合
会
の
一

覧
で
、「
太
田
健
治 

本
城
西

大
浦
自
治
区
会
長
」
は
「
太

川
健
治 

本
城
西
大
浦
自
治

区
会
長
」
の
間
違
い
で
し
た
。

訂
正
し
て
お
詫
び
致
し
ま
す
。

折尾地区自治区会
連合会定例会議

自
治
会
加
入
促
進
に
向
け

　
　
　
　

活
動
見
直
し（
案
）を
提
供

　
　

▼
地
域
活
動
を
ポ
イ
ン
ト
化
▲

表
彰
で
団
員
を
激
励

北
九
州
市
八
幡
西
消
防
団
出
初
表
彰
伝
達
式

第
36
回
折
尾
地
区
賀
詞
交
歓
会

　
　
　
　
　
　
　
2
1
0
人
が
集
う

区
政
懇
談
会

（
パ
ー
ト
2
）

令和
5年度

➋
地
中
埋
設
汚
水
管
の

更
新
予
定
に
つ
い
て

➌
本
城
西
公
園
の
法
面
落
石

防
護
柵
の
設
置
に
つ
い
て

➍
自
治
区
内
道
路
に
お
け
る

交
通
安
全
の
確
保
・
向
上

消防団関係者と記念撮影に臨む幸所さん夫妻（右）
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篤
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家
の
協
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折
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地
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配
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１
月
18
日
、
ア
ー
ト
ク
レ

フ
ク
ラ
ブ
で
折
尾
地
区
賀
詞

交
歓
会
が
あ
り
、
２
１
０
名

の
参
加
者
が
懇
親
を
深
め
た
。

　
最
初
に
、
協
同
組
合
折
尾

商
連
の
安
藤
進
一
理
事
長
が

挨
拶
。
前
年
の
駅
前
広
場
完

成
、
折
尾
ま
つ
り
の
再
開
な

ど
折
尾
界
隈
の
目
ま
ぐ
る
し

い
動
き
を
振
り
返
り
、
今
後

本
格
化
す
る
ま
ち
づ
く
り
事

業
に
政
官
学
民
一
体
と
な
っ

て
の
取
り
組
み
を
求
め
た
。

　
次
に
共
催
者
の
紹
介
が
あ

り
、
折
尾
地
区
自
治
区
会
連

合
会
会
長
桑
原
一
夫
氏
、
お

り
お
未
来
21
協
議
会
監
査
白

　
１
月
16
日
、
則
松
市
民
セ

ン
タ
ー
（
米
多
比
正
宏
館

長
）
で
生
涯
学
習
市
民
講
座

が
あ
り
、
23
人
の
来
場
者
が

「
新
春
お
笑
い
寄
席
」
を
楽

し
ん
だ
。

力
を
結
集
し
て
、
未
来
の
折

尾
地
区
、
そ
し
て
北
九
州
市

を
一
緒
に
作
っ
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
続
い
て
、
鏡
開
き
が
行
わ

れ
、
武
内
市
長
、
学
校
法
人

福
原
学
園
福
原
公
子
理
事
長
、

　
最
後
は
落
語
「
尻
餅
」で

終
了
。
来
場
者
は
笑
顔
で
新

春
の
ス
タ
ー
ト
を
迎
え
た
。

　
紙
切
り
を
リ
ク
エ
ス
ト
し

　
1
月
27
日
、
本
城
市
民
セ

ン
タ
ー
（
渡
邊
大
館
長
）
で

本
城
校
区
ま
ち
づ
く
り
協
議

会
（
仲
賢
六
郎
会
長
）
主
催

の
新
春
お
楽
し
み
イ
ベ
ン
ト

が
あ
り
、
32
人
の
観
客
が

「
太
鼓
演
奏
・
よ
さ
こ
い
」

を
楽
し
ん
だ
。

　
最
初
は
、
飯
塚
を
拠
点
に

活
動
し
て
い
る
夢む

ら

さ

き

来
咲
輝
が

産
業
医
科
大
学
上
田
陽
一
学

長
、
学
校
法
人
折
尾
愛
真
学

園
許
斐
純
澄
事
務
局
長
、
北

九
州
市
立
大
学
上
江
洲
一
也

副
学
長
、
桑
原
会
長
、
安
藤

理
事
長
の
７
名
が
木
槌
を
握

り
、
乾
杯
の
発
声
を
上
田
陽

一
氏
が
務
め
た
。

　
ま
た
、
議
員
挨
拶
で
は
、

大
家
敏
志
衆
議
院
議
員
、
松

尾
統
章
県
議
会
議
員
（
代
理

花
田
陽
一
秘
書
）、
岩
元
一

儀
同
議
員
、
鷹
木
研
一
郎
市

議
会
議
員
、
大
久
保
無
我
同

議
員
、
村
上
直
樹
同
議
員
、

三
原
朝
利
同
議
員
が
そ
れ
ぞ

れ
祝
辞
を
述
べ
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
折

尾
神
楽
の
奉
納
や
お
楽
し
み

抽
選
会
も
行
わ
れ
、
和
や
か

な
雰
囲
気
の
な
か
閉
会
し
た
。

太
鼓
の
競
演
を
披
露
。
連
打

や
横
笛
と
の
競
演
な
ど
、
ク

オ
リ
テ
ィ
の
高
い
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
で
観
客
を
魅
了
し
た
。

　
続
い
て
の
太
鼓
打
ち
体
験

で
は
、
会
場
か
ら
17
人
の
観

客
が
出
場
。
メ
ン
バ
ー
の
手

ほ
ど
き
を
受
け
な
が
ら
そ
れ

リ
ズ
ム
を
刻
ん
だ
。

　
次
に
、
北
九
州
市
消
費
生

活
相
談
員
協
会
の
梅
下
勝
巳

会
長
（
本
城
東
）
が
、
詐
欺

被
害
の
実
態
な
ど
を
説
明
。

詐
欺
被
害
防
止
を
訴
え
た
。

　
続
い
て
、
折
尾
こ
ま
ち
が

「
よ
さ
こ
い
」
を
披
露
。
鳴

子
を
振
っ
て
「
ヨ
イ

ヤ
サ
ー
」
の
掛
け
声

で
歯
切
れ
よ
く
踊
る

と
、
会
場
か
ら
惜
し

み
な
い
拍
手
が
送
ら

れ
て
い
た
。

　
太
鼓
打
ち
の
体
験

を
し
た
竹
平
ひ
ろ
子

さ
ん
（
本
城
１
）
は

「
こ
の
歳
に
な
っ
て

初
め
て
体
験
し
ま
し

た
。
面
白
か
っ
た
で

す
」
と
話
し
て
い
た
。

■
本
城
西
大
浦
自
治
区
会

（
太
川
健
治
会
長
）

【
内
容
】
本
公
園
は
、
過
去

地
域
一
帯
の
土
地
区
画
整
理

事
業
の
一
環
と
し
て
造
成
さ

れ
、
50
年
近
く
な
り
現
在
に

至
っ
て
い
る
。
公
園
敷
地
は

全
体
が
盛
土
（
間
知
ブ
ロ
ッ

ク
＋
法
面
）
で
構
成
さ
れ
外

周
は
植
樹
が
施
さ
れ
て
い
る

も
の
の
、
特
に
北
側
法
面

（
高
さ
約
10
ｍ
程
度
）
は
経

年
に
よ
る
法
面
の
浸
食
、
風

化
等
に
よ
り
近
年
、
土
石
塊

が
公
園
下
の
歩
道
に
複
数
回

落
下
が
あ
り
、
幸
い
現
在
ま

で
に
は
事
故
に
は
至
っ
て
な

い
と
思
わ
れ
る
。
北
側
法
面

下
の
歩
道
は
本
城
駅
に
通
じ

る
も
の
で
も
あ
り
、
ま
た
付

近
医
生
ケ
丘
小
学
校
児
童
の

通
学
路
で
も
あ
り
、
現
状
で

は
何
時
法
面
か
ら
の
落
石
が

歩
道
通
行
者
に
直
撃
す
る
恐

れ
が
あ
る
。
つ
い
て
は
事
故

を
未
然
に
防
ぎ
安
全
、
安
心

の
た
め
に
も
公
園
周
囲
の
法

面
に
転
落
石
防
止
柵
の
設
置

を
早
期
に
お
願
い
し
た
い
。

【
回
答
】
要
望
の
件
に
つ
い

て
現
況
を
確
認
し
た
結
果
、

石
穣
一
氏
、
折
尾
料
飲
組
合

長
宗
実
正
氏
、
学
園
都
市
折

尾
開
発
会
議
会
長
佐
竹
真
人

　
出
囃
子
に
乗
っ
て
ア
マ

チ
ュ
ア
落
語
家
の
粗そ

こ
つ
や
よ
い

忽
家
酔

書し
ょ

さ
ん
（
宗
像
落
語
会
所

属
）
が
登
場
。
最
初
に
古
典

落
語
「
つ
る
」
と
「
金
明

竹
」
を
披
露
す
る
と
会
場
は

笑
い
と
拍
手
に
包
ま
れ
た
。

　
仲
入
り
後
は
、
寄
席
演
芸

の
「
紙
切
り
」
が
あ
り
、
酔

書
さ
ん
が
身
体
を
揺
ら
し
な

が
ら
ハ
サ
ミ
を
巧
み
に
操
っ

て
「
藤
娘
」
の
作
品
を
披
露

す
る
と
、
会
場
か
ら
大

き
な
拍
手
が
湧
き
起

こ
っ
た
。

　
続
い
て
客
席
か
ら
の

リ
ク
エ
ス
ト
に
応
え
、

今
年
の
干
支
「
龍
」
や

「
仔
犬
」「
ピ
カ
チ
ュ
ウ
」

「
ト
イ
プ
ー
ド
ル
」
な

ど
難
し
い
紙
切
り
に
挑

戦
。
作
品
が
出
来
上
が

る
た
び
に
会
場
か
ら
笑

い
や
拍
手
が
届
い
て
い

た
。

氏
が
紹
介
さ
れ
、

代
表
し
て
桑
原
一

夫
氏
が
挨
拶
。
折

尾
駅
周
辺
の
活
性

化
を
恵
ま
れ
た
社

会
イ
ン
フ
ラ
と
結

び
付
け
、
安
全
安

心
で
住
み
や
す
い

地
域
づ
く
り
を
目

指
し
た
い
と
述
べ

た
。
続
い
て
武
内

和
久
北
九
州
市
長

が
、
こ
の
地
域
愛

あ
ふ
れ
る
皆
様
の

た
大
庭
信
子
さ
ん
（
南
鷹
見

町
）
は
「
と
て
も
楽
し
か
っ

た
。
紙
切
り
も
よ
く
で
き
て

い
ま
し
た
」
と
話
し
て
い
た
。

■
浅
川
台
小
松
自
治
区
会

（
安
部
俊
一
会
長
）

【
内
容
】
当
自
治
区
は
、
東

西
に
約
５
０
０
ｍ
、
南
北
に

約
４
５
０
ｍ
と
ほ
ぼ
正
方
形

の
形
状
を
し
て
お
り
西
側
及

び
北
側
の
住
宅
エ
リ
ア
は
比

較
的
急
な
傾
斜
と
な
っ
て
い

る
。
県
営
住
宅
12
棟
約
１
５

０
世
帯
、
県
住
宅
供
給
公
社

11
棟
約
２
４
０
世
帯
、
一
戸

建
て
約
２
３
０
世
帯
で
あ
る
。

県
公
社
エ
リ
ア
は
、
２
つ
の

敷
地
に
分
か
れ
て
お
り
、
公

園
も
敷
地
内
に
あ
る
こ
と
か

ら
、
子
ど
も
た
ち
や
お
年
寄

り
の
交
通
安
全
は
比
較
的
確

保
さ
れ
て
い
る
が
、
県
営
住

宅
エ
リ
ア
と
戸
建
て
エ
リ
ア

で
は
人
も
車
も
交
通
安
全
に

は
常
に
気
を
使
っ
て
い
る
。

な
お
、
近
年
は
、
戸
建
て
住

宅
の
住
み
替
え
需
要
の
拡
大

に
よ
り
、
幼
い
子
供
が
い
る

若
い
年
代
の
住
民
が
増
え
て

い
る
た
め
、
自
治
区
内
道
路

で
交
通
事
故
が
発
生
し
な
い

か
心
配
で
あ
る
。
そ
こ
で
、

現
状
の
道
路
標
識
及
び
路
面

標
示
を
基
に
、
交
通
安
全
の

た
め
の
検
討
と
対
策
の
実
行

を
お
願
い
し
た
い
。

【
回
答
】
要
望
の
安
全
対
策

と
し
て
、
現
地
の
状
況
に
も

よ
る
が
、
路
面
標
示
等
に
よ

る
「
注
意
喚
起
」
の
対
策
は

実
施
可
能
。
し
か
し
、
要
望

の
エ
リ
ア
は
広
範
囲
に
及
ぶ

の
で
、
地
域
住
民
と
協
議
を

行
い
、
特
に
必
要
な
個
所
を

選
択
す
る
な
ど
、
実
施
個
所

の
検
証
、
検
討
が
必
要
と
な

る
の
で
、
理
解
と
協
力
を
お

願
い
し
た
い
。
な
お
、
一
時

停
止
線
や
止
ま
れ
の
標
識
な

ど
、
交
通
規
制
に
係
る
も
の

は
警
察
が
所
管
し
て
い
る
の

で
、
そ
の
旨
は
警
察
と
協
議

し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
る
。

【
ま
ち
づ
く
り
整
備
課
】

則松市民センター

新
春
の
ス
タ
ー
ト
を

笑
顔
で

新
春
お
笑
い
寄
席

本城校区まちづくり協議会

紙切りの実演を楽しむ観客

太鼓体験でリズムを刻む参加者

和やかに歓談する参加者

投
稿
は
葉
書
で
偶
数
月
の
15
日
か
ら
20
日
の
間
に
お
願
い
し
ま
す
。

電
話
番
号
を
忘
れ
ず
に
。
読
み
に
く
い
字
に
は
ふ
り
が
な
を
。

季
節
に
即
し
た
題
材
で
投
稿
願
い
ま
す
。

雛ひ
な

か
ざ
る
能
登
の
復
興
願
い
つ
つ

大
我
　
俊
輔
（
折
　
尾
）

芽
吹
く
木
々
晨あ

さ

の
光
に
背
を
押
さ
れ

赤
沼
　
包
雄
（
光
貞
台
）

ふ
き
の
と
う
猛あ

つ
さ暑
葉
枯
ら
し
や
せ
て
出
ず

長
田
　
光
子
（
光
貞
台
）

寒
き
日
に
赤
き
椿
は
目
立
つ
な
り

長
田
　
正
幸
（
光
貞
台
）

東こ
ち風
吹
き
て
紅こ

う
ば
い梅
薫か

お

り
春
が
来
た

田
代
　
倫
子
（
則
　
松
）

　
　
能の

と登
の
里
に
は
い
つ
来
る
春
が

大
地
震
飛
行
機
事
故
に
大
火
災

大
内
美
智
子
（
日
吉
台
）

　
　
暗
雲
重
き
不
穏
の
年
明
け

桜
咲
く
春
を
信
じ
て
勉
学
に

篠
﨑
　
恵
子
（
浅
川
台
）

　
　
励は

げ

み
し
子
等
に
幸
よ
多
か
れ

平
安
の
あ
は
れ
に
を
か
し
時
な
が
れ

中
村
　
　
勇
（
日
吉
台
）

　
　
今
は
す
ご
い
ぞ
や
ば
い
ぞ
エ
モ
い

法
律
を
つ
く
る
政
治
家
ヤ
ミ
資
金

堤
野
　
久
男
（
三
ツ
頭
）

戦
禍
止
む
初
夢
見
た
し
辰
の
年

中
西
　
照
夫
（
日
吉
台
）

自
然
旅
チ
ョ
ッ
ト
寒
い
が
気
持
ち
い
い

松
岡
東
洋
一
（
浅
川
日
の
峯
）

夢
ば
か
り
追
う
て
重
た
い
頑
具
箱

時
津
み
つ
こ
（
藤
　
原
）

英
語
返
信
体
も
て
ず
に
タ
イ
プ
打
つ

原
田
　
和
代
（
美
吉
野
町
）

雨
垂
れ
の
押
し
く
ら
饅ま

ん
じ
ゅ
う頭
聞
こ
え
来
る

野
路
　
　
広
（
浅
川
日
の
峯
）

卒
園
児
ア
ン
パ
ン
マ
ン
に
あ
り
が
と
う

松
石
　
康
男
（
浅
川
日
の
峯
）

桜
咲
く
母
の
夜
食
は
店
じ
ま
い

濵
田
　
孝
弘
（
浅
川
日
の
峯
）

医生ケ丘３-２６
産業医大前交番横

電　話　６０３-６７１１

上　野　歯　科

こ
の
新
聞
は
折
尾
地
区
自
治
区
会
・
町
会
・
隣
組
と
各
ス
ポ
ン
サ
ー
の

篤
志
家
の
協
力
で
折
尾
地
区
町
内
会
加
入
の
世
帯
に
配
付
さ
れ
て
い
ま
す

　
　じ
ゃ
ー
な
る
洞
南
社

　電
話

　０
９
０
・
９
６
５
２
・
３
０
８
４

　「こ
と
ば
」
は
人
を
傷
つ
け
、
人
の
命
を
奪
う
き
っ
か
け
さ

え
も
作
り
ま
す
。
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
で
す
。
自

分
自
身
の
「
言
葉
」
と
「
振
る
舞
い
」
が
違
わ
な
い
よ
う
心

が
け
た
い
も
の
で
す
。
実
践
な
き
リ
ッ
パ
な
言
葉
は
ウ
ソ
と

同
じ
な
の
で
す
。

高
峯
山
妙
法
寺
（
則
松
）

　第
18
世
住
職
　安
武
宣
哉

「
こ
と
ば
だ
け
立
派
な
者
は
敵
で
あ
る
」

釈
尊
（
お
釈
迦
さ
ま
）



体
験
す
る
催
し
が
あ
っ
た
。

　
最
初
に
豊
野
さ
ん
が
「
い

い
日
旅
立
ち
」
を
演
奏
す
る

と
会
場
か
ら
口
ず
さ
む
声
が

響
い
た
。
続
い
て
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ

の
朝
ド
ラ
で
流
れ
る
「
ラ
ッ

パ
と
娘
」を
17
弦
の
琴
で
演

奏
。「
春
の
海
」「
鳥
の
よ
う

に
」
な
ど
４
曲
を
披
露
す
り

と
、
会
場
か
ら
大
き
な
拍
手

が
湧
き
起
っ
た
。

　
ま
た
、
琴
を
弾
く
体
験
で

は
、
参
加
者
は
初
め
て
触
る

琴
に
戸
惑
い
な
が
ら
も
「
さ

く
ら
」
を
先
生
の
優
し
い
指

導
で
練
習
し
た
。

フ
ェ
ス
タ
が
あ
り
、
大
勢
の

人
出
で
賑
わ
っ
た
。

　
会
場
に
は
、
健
康
や
縁
日
、

ガ
ラ
ポ
ン
抽
選
会
、
産
地
直

販
な
ど
の
テ
ン
ト
の
ほ
か
、

キ
ッ
チ
ン
カ
ー
も
開
店
し
て

来
場
者
を
迎
え
た
。

　
開
会
式
で
は
、
御
開
自
治

区
会
仲
賢
六
郎
会
長
の

主
催
者
挨
拶
に
続
き
、

神
野
洋
一
八
幡
西
区
長

が
、
能
登
半
島
地
震
で

気
付
か
さ
れ
た
「
地
域

の
絆
の
大
切
さ
」
を
紹

介
。
地
域
の
顔
の
見
え

る
素
晴
ら
し
い
関
係
を

築
い
て
ほ
し
い
と
祝
辞

を
述
べ
た
。

　
大
型
ト
ラ
ッ
ク
の
特

　
最
後
に
唱
歌
「
冬

景
色
」
や
「
１
月
１

日
」の
演
奏
が
あ
り
、

１
月
に
ふ
さ
わ
し
い

心
和
む
サ
ロ
ン
と

な
っ
た
。

　
初
め
て
琴
に
触
れ

た
山
本
雄
司
さ
ん

（
光
貞
台
３
）
は

「
初
め
て
弾
き
ま
し

た
が
、
な
か
な
か
難

し
い
で
す
ね
」
と
話

し
て
い
た
。

　
２
月
24
日
、
折
尾
西
市
民

セ
ン
タ
ー（
中
村
玲
子
館
長
）

戦
し
た
。

　
参
加
者
は
、
ラ
ッ
プ
が
貼

ら
れ
た
テ
ー
ブ
ル
の
横
に
並

び
、海
苔
を
敷
い
た
後
、シ
ャ

リ
の
ご
飯
を
丁
寧
に
広
げ
、

寿
司
ネ
タ
の
卵
焼
き
や
キ
ュ

ウ
リ
、
カ
ニ
カ
マ
を
順
序
良

く
並
べ
た
。
最
後
は
、「
せ
ー

の
！
エ
イ
！
」
の
掛
け
声
で

一
斉
に
巻
き
上
げ
、
ロ
ン
グ

巻
き
寿
司
が
完
成
し
た
。

　
お
世
話
を
す
る
セ
ン
タ
ー

職
員
も
ホ
ッ
と
一
息
。
最
終

計
測
の
結
果
、
９
ｍ
10
㎝
を

確
認
す
る
と
、
会
場
か
ら

ワ
ッ
ー
と
歓
声
が
上
が
っ
た
。

　
出
来
上
が
っ
た
巻

き
寿
司
を
カ
ッ
ト
し
、

出
来
栄
え
を
確
認
し

な
が
ら
全
員
で
楽
し

く
試
食
し
て
終
了
し

た
。

　
お
母
さ
ん
と
友
だ

ち
と
で
参
加
し
た
野

中
葵
さ
ん
（
瀬
板

１
）
は
「
楽
し
か
っ

た
で
す
。
お
腹
空
い

た
」と
話
し
て
い
た
。

タ
ー
多
目
的
ホ
ー
ル
に
は
、

鬼
を
待
つ
子
供
た
ち
や
家
族

連
れ
な
ど
大
勢
の
観
客
で
埋

め
尽
く
さ
れ
た
。

　
ス
テ
ー
ジ
で
は
鬼
起
こ
し
の

儀
と
し
て
、
和
太
鼓
や
エ
レ

キ
ギ
タ
ー
の
演
奏
、
歌
な
ど

が
あ
り
、
会
場
を
盛
り
上
げ

た
。
や
が
て
カ
ウ
ン
ト
ダ
ウ

ン
で
鬼
の
衣
装
を
ま
と
っ
た

８
匹
の„
鬼
た
ち
“の
ロ
ッ

ク
バ
ン
ド
が
現
れ
る
と
、
待

ち
受
け
た
子
ど
も
た
ち
が
一

斉
に
豆
を
投
げ
、
鬼
た
ち
を

ス
テ
ー
ジ
ま
で
迎
え
入
れ
た
。

エ
レ
キ
ギ
タ
ー
を
抱
え
た
鬼

ロ
ッ
カ
ー
た
ち
が
沢

田
研
二
さ
ん
の
「
Ｔ

Ｏ
Ｋ
Ｉ
Ｏ
」
の
替
え

歌
「
Ｏ
Ｒ
Ｉ
Ｏ
」
な

ど
数
曲
を
熱
唱
。
続

い
て
和
太
鼓
の
演
奏

な
ど
が
あ
り
、
会
場

は
拍
手
喝
采
の
乗
り

で
盛
り
上
が
っ
た
。

最
後
に
餅
撒
き
が
あ

り
、
熱
気
に
包
ま
れ

な
が
ら
無
事
終
了
し

た
。

（
阿
蘇
郡
西
原
村
）
の
体
験

が
語
ら
れ
た
。

　
絵
本
の
読
み
聞
か
せ
で
は
、

Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
え
ほ
ん
楽
団

（
前
野
美
千
代
理
事
長
）
安

武
美
穂
さ
ん
の
朗
読
に
添
え
、

ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
山
科
佳
子
さ

ん
の
歌
と
前
野
さ
ん
の
ピ
ア

ノ
演
奏
が
あ
り
、
会
場
か
ら

大
き
な
拍
手
が
送
ら
れ
た
。

　
ぜ
ん
ざ
い
会
で
９
万
17
円

が
集
ま
り
、
能
登
半
島
地
震

義
援
金
と
し
て
寄
付
さ
れ
た
。

　
来
場
者
の
岩
永
ミ
チ
子
さ

ん
（
日
吉
台
３
）
は
「
絵
本

に
と
て
も
感
動
し
ま
し
た
。

災
害
支
援
の
大
変
さ
が
身
に

染
み
て
わ
か
り
ま
し
た
」
と

話
し
て
い
た
。

　
１
月
９
日
、
光
貞
台
公
民

館
（
石
田
精
館
長
）
で
光
貞

台
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
（
山
本

英
輔
会
長
）
が
あ
り
、
23
人

の
参
加
者
が
琴
の
音
色
を
楽

し
ん
だ
。

　
今
回
は
、
琴
を
通
じ
て
地

域
活
動
を
行
っ
て
い
る
豊
野

佐
紀
子
さ
ん
（
光
貞
台
２
）

を
招
き
、
琴
の
演
奏
や
琴
を

　
２
月
25
日
、
本
城
公
園
中

央
広
場
で
第
２
回
お
ひ
ら
き

　
２
月
17
日
、
陣
原
市
民
セ

ン
タ
ー
（
長
野
美
和
館
長
）

で
地
域
・
人
づ
く
り
モ
デ
ル

事
業
、陣
原
わ
く
わ
く
教
室
、

穴
生
小
学
校
家
庭
教
育
学
級

（
ふ
れ
ん
ず
）
の
三
世
代
交

流
の
催
し
が
あ
り
、
37
人
の

親
子
連
れ
と
11
人
の
陣
原
老

人
ク
ラ
ブ
連
合
会
会
員
が
、

ロ
ン
グ
巻
き
寿
司
作
り
に
挑

設
ス
テ
ー
ジ
で
は
、
カ
ラ
オ

ケ
大
会
や
和
太
鼓
演
奏
や
保

育
園
児
に
よ
る
ダ
ン
ス
な
ど

が
繰
り
広
げ
ら
れ
、
縁
日

コ
ー
ナ
ー
で
は
、
家
族
連
れ

や
子
ど
も
た
ち
が
サ
イ
コ
ロ

ゲ
ー
ム
や
輪
投
げ
、
ヨ
ー

ヨ
ー
釣
り
な
ど
を
楽
し
ん
だ
。

　
今
年
の
テ
ー
マ
「
健
康
」

を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
八
幡
西

区
役
所
な
ど
の
協
力
で
設
け

ら
れ
た
健
康
コ
ー
ナ
ー
で
は
、

血
管
年
齢
や
体
力
測
定
、
減

塩
食
品
展
示
の
ほ
か
、
御
開

自
治
区
会
提
供
の
減
塩
お
味

噌
汁
の
試
食
も
あ
っ
た
。

　
盛
り
だ
く
さ
ん
の
イ
ベ
ン

ト
で
、
地
域
の
絆
と
笑
顔
の

輪
が
咲
い
た
一
日
と
な
っ
た
。

　
２
月
３
日
、
折
尾
東
市
民

セ
ン
タ
ー
（
寺
本
裕
美
館

長
）
で
折
尾
節
分
祭
（
実
行

委
員
会
主
催
）が
行
わ
れ
た
。

　
こ
の
催
し
は
平
成
15
年
、

地
元
の
若
手
有
志
が
折
尾
の

街
お
こ
し
の
一
環
と
し
て
始

め
た
も
の
で
、
今
年
で
22
回

を
迎
え
る
。

　
会
場
と
な
っ
た
市
民
セ
ン

で
、
能
登
半
島
地
震
支
援
震

災
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
と
し
て
、

「
２
０
２
４
災
害
伝
承
講
演

会
＆
コ
ン
サ
ー
ト
」が
あ
り
、

80
人
の
来
場
者
が
語
り
部
の

生
の
声
に
耳
を
傾
け
た
。

　
ま
た
、
折
尾
西
ま
ち
づ
く

り
協
議
会（
木
村
栄
久
会
長
）

主
催
の
能
登
半
島
地
震
支

援
チ
ャ
リ
テ
ィ
ー
ぜ
ん
ざ

い
会
も
あ
り
、
１
杯
１
０

０
円
＋
義
援
金
の
寄
付
を

募
っ
た
。

　
講
演
会
で
は
、
令
和
２

年
の
熊
本
南
部
豪
雨
災
害

で
被
災
し
た
僧
侶
の
味
岡

戒
孝
さ
ん
（
人
吉
市
）
や

平
成
28
年
の
熊
本
地
震
で

被
災
し
た
尾
崎
朱
実
さ
ん

光貞台公民館

ふれあいサロンで
琴の音色を楽しむ

陣原市民センター

9メートル10センチ
ロング巻寿司に
挑戦！！

鬼バンドが
ロックライブ

第22回折尾節分祭

御開自治区会
～大切なのは地域の絆～

折尾西市民センター

９万17円を　　　　　　被災地へ

災害伝承講演会
＆コンサート

縁日コーナーでゲームを楽しむ家族連れ

最後は全員で「ふるさと」を合唱

初体験の琴に触れる参加者

寿司ネタを並べる子どもたち

鬼バンドのライブを聴く来場者

創業60年

自動車整備士さん募集中!!
　　　　（家庭的な雰囲気です♪）

八幡西区美吉野町 4-30
☎（093）691-1369

新築・増改築・修繕
まごころと技術の住まいづくり

アールリハビリクリニック

院長 白石純一郎　則松 6丁目15-38　093-692-6666

肩や腰の痛みでお困りの方、
スポーツによる怪我でお困りの方、
パーキンソン病や

脳卒中でお困りの方、
お気軽にご来院ください。

2024年（令和６年）３月15日第523号奇数月刊


